
神　奈　川　労　働　局
令和５年５月２３日確定値

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

３月
３０人～４９人

９時頃

４月
～９人

６月

～９人

１０時頃

６月

１０人～２９人

１１時頃

６月
～９人

１３時頃

８月

～９人

１４時頃

１０月

５０人～９９人

１５時頃

１１月
～９人

１３時頃

１１月
１０人～２９人

１５時頃

9

建築工事業
はしご等

　２階建て民家の雨樋を清掃中、下屋根（軒
先高さ約３メートル）上から２階屋根にかけた
はしご（長さ約４メートルの脚立兼用はしご）に
乗っていたときにはしごの下端が滑り、地面
に墜落した。４０歳～４４歳 墜落、転落

8

建築工事業
建築物、構築物

　自社事務所内で窓ガラスを拭き掃除中、全
開にした窓（高さ２×幅１メートル）から、建物
の外の２．２メートル下のコンクリート床面に
墜落した。７０歳～７４歳 墜落、転落

7

土木工事業
（２次下請） トラック

　道路トンネル（約３３０メートル）新設工事の
坑内で、ずり積込工２次下請の被災者はずり
積替え用ドラグ・ショベルのバケットを清掃し
ていた。同ショベルの走行に備えて側面方向
に退避した被災者が、後進（方向転換の切り
返し中）してきたずり搬出工（坑内運搬）１次
下請の１０トンダンプに激突された。

５５歳～５９歳 激突され

6

建築工事業
（２次下請） 乗用車、バス、

バイク

　工事現場での作業を終えた作業者３名が自
社に戻るため社有車に乗って移動中、国道の
第２車線走行中に右側の中央分離帯に接触
した後、第１車線のガードレールに衝突して横
転した。助手席の１名が死亡し、運転席と後
部座席の２名が軽傷を負った。５５歳～５９歳

交通事故
（道路）

5

建築工事業
（１次下請）

その他の仮設物、
建築物、構築物等

　２階建て木造住宅解体工事現場において、
単管を格子に組んで防じん防音シートを張っ
た仮囲いの点検中、仮囲いの水平材（単管１
本）から５メートル下の地面に墜落した。２０歳～２４歳 墜落、転落

4

建築工事業
（１次下請） 作業床、歩み板

　７階建てビル新築工事現場において、地面
に建てた敷地境界柵に安全掲示板を取付け
中、当該柵から基礎工事のため垂直に掘り
下げた縁までの間が４９センチメートルの作
業場所から、２．２メートル下の基礎底面コン
クリートに墜落した。

６５歳～６９歳 墜落、転落

3

建築工事業
（２次下請） 高温・低温環境

　２階建て木造住宅の外部足場を約１時間か
けて解体後に、熱中症による体調不良となり
病院へ搬送されたが、十数日後に死亡した。
　発症時は気温３１．７℃、湿度５９パーセント
（ＷＢＧＴ値２７℃相当）であった。被災者は入
社以降の現場作業が通算３日目であった。

２０歳～２４歳
高温・低温の
物との接触

2

建築工事業
（３次下請） その他の起因物 　新型コロナウイルス感染症にり患し死亡し

た。
３０歳～３４歳 その他

1

その他の建設
工事業(１次下請) 玉掛用具

　資材置場において、柱状の資材（約６００キ
ログラム）を移動式クレーンでつって旋回中、
目通し１本つりのワイヤロープがフックから外
れて落下し、つり荷に介添えロープを取り付
けようとしていた被災者が下敷きとなった。５０歳～５４歳 飛来、落下
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神　奈　川　労　働　局
令和５年５月２３日確定値

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

４月

～９人

１３時頃

６月

３０人～４９人

６時頃

７月
３０人～４９人

１０月
３０人～４９人

９時頃

１１月
～９人

１１時頃

１２月
１０人～２９人

１１時頃

参考　　他局管内の陸上貨物運送事業の事業者による死亡災害
発生月 業種 事故の型 発生概要

９月 陸上貨物運送事業 交通事故（道路）
　東名高速の下り線を走行中のトラックが横
転し、助手席から車外に投げ出された。

９月 陸上貨物運送事業 飛来、落下
　積載形トラッククレーン（通称ユニック車）の
運転者が建設資材を一人で荷卸し中、荷台
から建設資材とともに落ち、下敷きとなった。

１１月 陸上貨物運送事業 交通事故（道路）
　東名高速の下り線で渋滞車列への追突に
よる４台玉突きで４名死亡（非労働者含む）し
た事故での、追突した大型トラックの運転者

１１月 陸上貨物運送事業 交通事故（道路）
　上の事故での、追突された渋滞車列内にい
たトラックの運転者

6

陸上貨物運送事業
(道路貨物運送業) トラック

　高速道路の下り線で２トントラックを運転中、
渋滞の最後尾の大型トラックに追突した。

４０歳～４４歳
交通事故
（道路）

5

陸上貨物運送事業
(道路貨物運送業) トラック

　荷卸し先に到着したトレーラーの運転者が、
荷卸し先の作業者が荷卸しをしている状況
を、運転席から降りて見守っていたところ、別
の作業のため後進してきた３トントラックに激
突された。７０歳～７４歳 激突され

4

陸上貨物運送事業
(陸上貨物取扱業) トラック 　物流センターのプラットホームの下をほうき

で清掃中、荷卸しのため後進してきた１３トン
トラックの背面とプラットホームの端にはさま
れた。７０歳～７４歳

はさまれ、
巻き込まれ

3

陸上貨物運送事業
(道路貨物運送業) 起因物なし 　トラックの運転者が、配送先の倉庫で荷卸し

中に意識を失い、荷台上で倒れた。その後の
調査で、長時間労働による過重な業務に従
事していたと認められた。３５歳～３９歳 その他

2

陸上貨物運送事業
(陸上貨物取扱業)

(派遣先） フォークリフト
　物流施設内でリーチフォークリフトに乗り、
接車前のバースにトラック積込予定の荷を荷
揃え中、荷を積載して後進時に高さ１メートル
のプラットホームから同車ごと落ち、同車ヘッ
ドガードと床との間にはさまれた。５５歳～５９歳 墜落、転落

1

陸上貨物運送事業
（陸上貨物取扱業） 荷姿の物

　フォークリフトを運転して倉庫から出庫作業
中、出庫対象の隣のはい積み（パレットに載
せた粉体入り１トンフレキシブルコンテナバッ
グの４段重ね、高さ約４メートル）がもたれか
かり運び出せない箇所を確認しようと下車し
た時、当該もたれていた３・４段目が崩れ落
ち、下敷きとなった。

６０歳～６４歳 崩壊、倒壊

令和４年　陸上貨物運送事業　死亡災害の概要
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神　奈　川　労　働　局
令和５年５月２３日確定値

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

１０月
３００人～

１２時頃

１１月
１００人～２９９人

１０時頃

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

１月
１０人～２９人

１５時頃

２月
～９人

１２時頃

３月
～９人

１２時頃

６月

～９人

９時頃

７月

～９人

１１時頃

１１月
３０人～４９人

８時頃
6

小売業
トラック 　配達漏れの新聞を届けるため原付を運転

中、国道の信号のある十字路交差点内でト
レーラーに追突された。４０歳～４４歳 交通事故(道路)

5

その他の商業
その他の仮設物、
建築物、構築物等

　工事用機材リース業の屋外置場で、リース
品塗装場の雨除けを仮設中、塗装場の両側
に箱（２×２×９メートルの鋼製、７トン）を２段
積み、その上に屋根予定の鉄板（２×６メート
ル、３トン）を移動式クレーンで置いた時に上
段の箱が倒れて落ちた。被災者は架け渡し済
の鉄板の上で、玉外しのため待機中だった
が、倒壊に巻き込まれ、落ちた箱と鉄板の間
にはさまれた。

３０歳～３４歳 崩壊、倒壊

4

卸売業
トラック

　被災者は金属切削加工屑（切粉）回収先の
工場を訪れ、トラック荷台上で、同僚がフォー
クリフトで投入した切粉を平らに均していた
が、荷台そばの地面に倒れているところを同
僚に発見された。切粉の塊を崩し均していた
道具（ピッチフォーク）が不意に抜けた反動で
道具とともに約２．３メートル墜落したと推定さ
れる。

７５歳～７９歳 墜落、転落

3

卸売業 移動式
クレーン

　仕入れた商品の搬入に立ち会い中、商品を
乗せていた積載形トラッククレーンの近くの床
に倒れているところを発見された。荷台（床の
高さ１メートル）から墜落し頭を打ったと推定さ
れる。７５歳～７９歳 墜落、転落

2

卸売業
丸のこ盤 　塩ビ管を小さく切断するのに使用していた携

帯用丸のこ盤で、誤って右太ももを切り、出血
多量となった。８０歳～８４歳 切れ、こすれ

1

小売業 乗用車、バス、
バイク

　商品配達のため原付を運転中、信号のある
交差点で直進しているとき、対向車線から右
折してきた乗用車と接触し転倒した。７０歳～７４歳 交通事故(道路)

令和４年　商業　死亡災害の概要

番号

業種

発 生 概 要

被災者の年齢層 事故の型

2

製造業
(クリーニング業) 通路 　乾燥機の保守作業を行っていた被災者が、

当該乾燥機前の通路で倒れているところを発
見された。６５歳～６９歳 転倒

1

製造業
(製鉄・製鋼・圧延業) 金属材料

　建屋内を清掃していた被災者が、金属材料
（長さ約２００×幅約５０×厚さ約１０センチ
メートル、９００キログラム）を３枚積み重ねて
保管していた箇所で、崩れた金属材料の下敷
きになっているところを発見された。４５歳～４９歳 崩壊、倒壊

令和４年　製造業　死亡災害の概要

番号

業種

発 生 概 要

被災者の年齢層 事故の型



神　奈　川　労　働　局
令和５年５月２３日確定値

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

１月
１０人～２９人

１３時頃

３月
３００人～

１３時頃

６月

１０人～２９人

９時頃

７月
３０人～４９人

１４時頃

発生月 起因物
事業場規模

発生時刻

１月
３０人～４９人

１３時頃

７月
１００人～２９９人

１１時頃

９月
５０人～９９人

１５時頃

3

その他
（その他の事業） 乗用車、バス、

バイク

　出張先での作業を終え、一人で車に乗り帰
社の際、高速道路での右カーブ１車線の緩や
かな下り坂を走行中に車が横転し、助手席窓
枠から出た身体部分が路面と横転した車体と
の間にはさまれた。２５歳～２９歳

交通事故
（道路）

2

その他
（警備業） 階段、桟橋

　道路工事現場の警備（交通誘導）を行って
いた被災者が、午前休憩を交替でとるため、
警備位置を離れて指定休憩場所へ歩いて行
く途中で、公道の階段から転落し倒れている
ところを発見された。６５歳～６９歳 墜落、転落

1

その他
（社会福祉施設） 乗用車、バス、

バイク
　介護サービス利用者宅から次の利用者宅
へ自転車で市道を移動中、他の自転車（労働
者でない者が乗る自転車）とともに乗用車（脇
見運転）にはねられた。３５歳～３９歳

交通事故
（道路）

令和４年　その他の業種　死亡災害の概要

番号

業種

発 生 概 要

被災者の年齢層 事故の型

4

清掃・と畜業(ビル
メンテナンス業) 階段、桟橋 　勤務地の建物内を巡回中、階段の踊り場

（フロアの床からの高さ約１．４メートル）付近
からフロアの床へ転落し、頭を打った。

７０歳～７４歳 墜落、転落

3

清掃・と畜業(産業
廃棄物処理業) フォークリフト

　被災者はフォークリフト（全回転ドラムクラン
プのアタッチメント）に乗り、自社駐車場の草
刈りで生じた刈草を入れたドラム缶を、アタッ
チメントで掴み運搬していた。駐車場の傾斜
約９度の砂利道で、右に方向転換しながら後
進中に同車が倒れて運転席から投げ出され、
同車バックレスト右側面の下敷きとなった。

３５歳～３９歳 転倒

2

清掃・と畜業(ビル
メンテナンス業) 階段、桟橋 　水道メーターを検針するためマンションの階

段を下りている途中で転落し、頭を打った。
６５歳～６９歳 墜落、転落

1

清掃・と畜業(産業
廃棄物処理業) 通路

　ごみ収集用品を持ち運び中、自社倉庫２階
の扉を出て外階段へ向かう通路（１階屋上の
外縁部）の端から、約３メートル下の地面へ墜
落した。５０歳～５４歳 墜落、転落

令和４年　清掃・と畜業　死亡災害の概要

番号

業種

発 生 概 要

被災者の年齢層 事故の型


